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監督・コーチ 0引 率者 各位

事  務  連

平成 29年 4月 27

公益財団法人 全 日本空手道連盟

専務理事 有 竹  隆 佐

第 17回全 日本少年少女空手道選手権大会 に関す る連絡事項

下記事項について事前に周知徹底を図り、円滑な大会運営にご協力をお願いします。

記

1.プログラム掲載の組合せ表の選手名をもとにゼッケン・賞状等を作成するので、事前に

送付される組合せ表の氏名に間違いがないかを必ずチェックし、誤記があれば、速やかに

全空連事務局 (大会当日は正面左手の大会本部)ま で申し出ること。

2.組手全種 目においてインステップガー ド及びシンガー ドの装着を義務付ける。装着する

インステップガー ド及びシンガー ドは全空連検定小学生用 (ミ ズノ(株 )、 (株)ヒ ロタ、

(株 )守礼堂、 (株)東海堂の各社製)と し、必ず使用させること。

3.組手種 目に出場する102年生は、安全具一式を持つて開会式に参加すること。

絡

日

4。 アリーナ内に入場できるのは監督

場不可)。 場内では監督及びコーチは

また、コー ト内へのタオル・ペッ

を一切禁止する。

1名及びコーチの内 1名 とする(他のコーチ、保護者の入

IDカー ド (当 日監督会議時配布)を着用すること。

トボ トルの持ち込み、監督のウエス トポーチ等の装着

5。 引率者は、当日の進行表、会場配置図を確認 し、充分周知 し選手の移動等適切に指示 し

てスムーズな進行に協力すること。進行状況によっては競技のコー トが変更になることが

あるので、係員の連絡・指示に注意を払 うこと。また、館内放送は競技場のアナ ウンスに

留意すること。

6.下足のまま会場に入 ることはできないので上履きを用意すること。下足用袋は各 自で準

備 し(全空連では準備 しない)管理す るよう徹底 を図ること(入 口付近に放置 された履物は

す ぐに処分 されるので注意 )。 また選手に対 し裸足のままで屋外に出ないよう注意すること。

7.館内の非常灯が隠れてしまうため、

応援旗の掲出は係員の指示に従って

対応すること。なお、応援旗掲出禁止

場所は右図の網掛け部分とする。

選手入口

8。 東京武道館の駐車場はスペースに限 りがあるので、車での来場は控えて下さい。

9。 トイ レのスリッパはきちんとそろえること。

10。 プログラムは、大会当日に会場入 口前で販売する (1部  1,000円 )。

11.別紙 「東京武道館利用に関する注意事項」に記載されていることを厳守すること。

以 上
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【 事 務 連 絡 】

1。 ゼ ッケンの付け方について

(1)ゼ ッケンの色分けは次のとお り。

男子組手～黒  男子形～緑

女子組手～赤  女子形～橙 (オ レンジ)

(2)ゼ ッケンは、 しっか り縫い付けること。

ゼ ッケンがないと失格 とな ります。外れないようしっか り縫い付けること。

ゼ ッケンの文字はアイロンの熱で溶けることがあるので留意 してください。

2。 大会参加賞 (ワ ッペン)について

空手道着上着の左肩 口に縫い付けること。

3。 審判会議、監督会議について

審判及び監督については、下記のとお りそれぞれの会議に出席するよう伝達願い

ます (開始時間 5分前に必ず集合 してください)。

審判会議 5日 (土 ) 8:30～  2階研修室

監督会議 5日 (土 ) 9:10～  2階研修室

4。 組合せ表の氏名確認について

添付の組合せ表の氏名がプログラムに掲載 され、賞状の作成 も同じ氏名 とな りま

すので、再度誤記がないか確認願います。誤記があつた場合、速やかに全空連 (0
3-5534-1951)ま でご連絡 ください。

5.2階 観客席について

別紙のとおり地区ごとに指定いた します。指定された場所にお座 りください。

6。 駐車場案内

東京武道館には駐車できませんので、近 くの駐車場をご利用 ください (案内図を

添付 します )。 また近隣の迷惑 となるため、東京武道館前及びその近辺での乗降も禁

止 とさせていただきます。

7。 競技 日程について

添付の大会進行表・試合会場図および組合せ表をよくご確認 し、当 日の進行がス

ムーズに流れるようご協力をお願いいたします。

8。 東京武道館への入場に際 して

転倒等雑踏事故防止のため、入場 日付近の混雑が落ち着 くまでのあいだ (開場か

ら約 1時間程度)は館外にでることができません。あらかじめご了承の うえ、入館

してください。

9。 くつ につ い て

必 ず くつ袋 に入 れ て か ら入 館 して くだ さい。くつ袋 は各 自で 準備 して く

だ さい (全 空 連 で は配布 しませ ん )。

以上
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東京武道館利用に関する注意事項

公益財 団法人 全 日本 空手道連 盟

第 17回 全 日本少年少女空手道選手権大会において、以下の行為 を禁
止いた します_の で、監督、コーチ、選手並びに保護者に周知・徹底 をお

願いいたします。

1、 観客席確保 のために、前 々日から東京武道館入リロ周 囲にガム

テープを使用 してブルーシート等を貼つて場 所取 りをし、飲酒する
こと。

※ 出場選 手 関係者 の飲 酒 が発 覚 した場合 は、所 属都 道 府 県役員 及 び 関係者 の

入館 をお断 りさせ て い ただ く場合 が あ ります。 また コンク リー ト面へ のガ ム

テー プの使 用 は禁 止 され てお ります ので絶 対 に使 用 しない で くだ さい。

2、 大会 当 日に東京武道館敷地 内ならびに周辺公園等で練習を行う
こと(館外での練習は終 日禁止 )。

3、 館 内にくつを直に持ち込むこと。
※必ず くつ袋 に入 れ て か ら入館 して くだ さい。くつ袋 は各 自で準備 して くだ さ

い (全 空連 で は配布 しませ ん )。

4、 観客席及び練習場等に綱を張つたり、荷物等を置いたりして占拠
すること。また大会初 日終了後荷物を観客席に置いて帰ること。

5、 東京武道館周辺に一般車及びバスの駐車をすること。
※バ ス を利 用 す る場 合 は、別 添 資料 に あ る駐 車場 案 内図 を参 照 の上 、 当該 駐

車場 に直接 相 談 す る こ と。 なおバ ス に よ る乗 降 の場所 は綾 瀬 駅 前 を利 用 す

るこ と。

本年も東京武道館周辺に迷惑のかか らぬよう、上記事項を厳守す ると

に^ご ^理解ご_協_力 賜_り__ま すようお願いいた します。
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第17回 全日本少年少女空手道選手権大会進行予定表

◆8月 5日 (土)組手競技

時 間 内容 備 考

8:00 係員集合・係員入場

8:30 審判会議 2階研修室
9:00 開場

9:10 監督会議 2階研修室
9:15 組手競技出場選手集合 エントリーチェック(102年生 )

9:30-9:55 開会式

開会宣言      大会委員長 有竹 隆佐

国歌斉唱

大会会長あいさつ   (公財)全 日本空手道連盟会長 笹川 尭

文部科学大臣旗返還  男子 :東京都  女子 :大阪府

優秀選手表彰    斉藤 梨寿嬉 選手

審判長注意     大会審判長 高橋 昇

選手宣誓      愛媛県代表 西岡 畏駕 選手

一色 明生 選手

役員・選手整列

第12～ 16回5連覇 (男 子形 )

10:00-12:45 組手競技開始 (大会審判長開始宣言 )

1年生男子 (10:00～10:55) 1年 生女子 (10:00～ 10:50)

2年生男子 (10:50～11:45) 2年 生女子 (10:55～ 11:45)

3年生男子 (11:45～12:45) 3年 生女子 (11:45～ 12:40)

◎1年生から順次進行

※各コートベスト8選出まで試合を行う。

※時刻はおおよその目安。

※進行状況によリコート変更あり。
12:45-13:00 午前の競技終了・休憩

◆12:50に4年生は試合が行われるコートに集合
13:00-15:55 競技開始

4年生男子 (13:00～13:55) 4年 生女子 (13:00～ 13:55)

5年生男子 (13:55～14:55) 5年 生女子 (13:55～ 14:50)

6年生男子 (14:50～15:50) 6年 生女子 (14:55～ 15:50)

15:55-16:20 男女組手準々決勝

◎試合順  女子⇒女子⇒男子⇒男子

◎決勝戦は1～ 3コ ートをアリーナ中央

に移動し、以下のコートで行う。

1コ ート:104年生

2コ ート:2・ 5年生

3コ ート:306年生

16:20-16:35 男女組手準決勝

◎試合順  女子⇒女子⇒男子⇒男子
16:45-17:05 男女組手決勝

◎試合順  女子⇒男子

17:30 表彰式

組手競技入賞者表彰

講評・閉会の言葉   大会実行委員長 松倉 栄重

役員・入賞選手整列

18:15 組手競技の部終了

◆8月 6日 (日 ) 形競技

時 間 内容 備考
8:00 係員集合・係員入場

9:00 開場

9:05 形競技出場選手集合 エントリーチェック(102年生 )

9:30-12:35 形競技開始式

大会審判長 高橋 昇審判長注意

大会審判長 競技開始宣口
1年生男女(9:30～ 10:10) 2年生男女(10:10～ 10:55)

3年生男女(10:55～H:40) 4年生男女(11:40～ 12:25)

◎1年生から順次進行

※各コートベスト8選 出まで試合を行う。

※時亥Jはおおよその目安。

※進行状況によリコート変更あり。

12:25-13:00 午前の競技終了・休憩

◆12:50に 5年生は試合が行われるコートに集合
13:00-14:35 競技再開

5年生男子(13:00～ 13:45) 5年 生女子 (13:00～ 13:45)

6年生男子 (13:45～14:30) 6年 生女子 (13:45～ 14:30)

14:35-14:55 男女形準々決勝

◎試合順  女子⇒女子⇒男子⇒男子

◎決勝戦は1～ 3コートをアリーナ中央

に移動し、以下のコートで行う。

1コ ート:104年生

2コ ート:205年生

3コート:3・ 6年生

15:00-15:10 男女形準決勝

◎試合順  女子⇒女子⇒男子⇒男子
15:20-15:45 男女形決勝

◎試合順  女子⇒男子

16:00-16:30 表彰式

形競技入賞者表彰

文部科学大臣旗授与

講評・閉会の言葉   大会実行委員長 松倉 栄重

役員・入賞選手整列

16:30 全 日程終了
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